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に対する変化が小さく，実験レイノルズ数範囲における化繊網および金網の CD90 の平均値は約 1.22
と 0.80 となり，同程度の網目係数では化繊網より金網の CD90 が 3 割程度小さいことが確かめられた。
網地が流れに平行な場合では，化繊網の抵抗係数 CD0 は網目係数 α が大きいほど小さく，また角目網
地より菱目網地の CD0 が 2 割程度小さかった。一方，金網の CD0 は実験範囲内の網目係数において，




















〔=(V0-V)/ V0×100%，V：流水中における生簀の容積〕は著しく小さい。流速が 0.2m/s（実物換算 1.1kt）










宇和島市嘉島近海に設置されているブリを養殖対象とした角型生簀（長さ 10ｍ×幅 10ｍ×網丈 6ｍ）
の現場試験を実施した。実物生簀は底金網生簀と全金網生簀の 2 種類である。底金網生簀の側網はポ


















少率が 20%と推定され，また 4 基の底金網生簀を一列に連結させた場合の係留張力が 2.3t 程度である
と推定された。 
以上のように，本研究では生簀用網地の流体力特性を調べた上で，構造の異なる各種模型および実
物生簀の物理的特性を，一連の実験と数値解析により明らかにした。これらの成果は，今後生簀養殖
の沖合化を進めて行く中で適正な生簀の設計・開発に役立つことが期待される。 
